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葛輪漁港

長島町長島町は，鹿児島県の最北端に位置し，第
一次産業の町で，特に水産業は，東の八代海，
西の天草海峡といった恵まれた漁場に支えら
れ，また，静穏な海域を利用した海面養殖は
日本一の養殖ブリ産地となっている。

その中で，葛輪漁港は養殖ブリ餌の積込場
所として利用されたり，アオサやヒジキ等の
陸揚施設としても利用されている。



第２種第２種 葛輪漁港葛輪漁港

ジャケット式防波堤

平成２３年１０月26日撮影

平成１６年９月台風１８号平成１６年９月台風１８号

物揚場に係留していた漁船が転覆する事例がありました。



葛輪漁港水産生産基盤整備事業（一般）計画平面図

漁 港 漁 場 整 備 長 期 計 画
葛輪漁港水産生産基盤整備事業（一般）計画平面図

漁 港 漁 場 整 備 長 期 計 画

港内静穏度
H=90cm以上 ほぼ30cm以下

外防波堤 L=１５０ｍの計画

主方向の波向き ESE
換算沖波波高 2.3m 

表－１ 断面比較検討表



外防波堤縦断図 Ｌ＝１５０ｍのうち１００ｍがジャケット防波堤を計画

ジャケット１基当たり Ｌ＝２５ｍ

ジャケット防波堤ジャケット防波堤 標準断面図標準断面図

重防食

電気防食

コンクリート



ジャケット式防波堤の概略工程図

製作ヤード（北九州市若松地区）制作状況 製作完了

ジャケット本体
重量２２０ｔ，高さ３０ｍ，延長２５ｍ，上幅１０ｍ，下幅２５ｍ
材質：鋼管
製作期間：約３ヶ月
制作費：約１億７千万
製作場所：全国に２ヶ所（福岡県北九州市と三重県）



積込状況積込状況 製作ヤードからの曳航状況製作ヤードからの曳航状況

ジャケット本体運搬
製作ヤード：福岡県北九州市
台船：３０００ｔ
曳航距離：２００海里（葛輪漁港まで）
曳航速度：平均６ノット
曳航時間：約３３時間

仮受杭 ４本 φ６００mm 仮受杭打設状況（二軸同軸アースオーガ）

仮受杭の切断状況 仮受杭のキャップ取付



ジャケット本体据付状況
起重機船７００ｔ吊で仮受杭の上に仮置きします。

仮受杭とジャケットの接合状況

ジャケット本体と仮受杭４本を
水深約２６ｍの箇所で溶接し，
ジャケット本体を支えます。



本杭打設状況
本杭８本 φ１１００mm（陸側４本），φ１０００mm（沖側４本）を

ジャケットの鋼管の中に打設します。

本杭打設工法（二軸同軸アースオーガ）

本杭切断状況 本杭の完了

本杭の打設完了後は，ジャケット本体と本杭のすき間に引抜抵抗力
を増すためにグラウトを注入し，構造物を一体化させます。



防波版設置状況 ２枚設置（２２４ｔ／枚）

波を受ける「防波版」を２枚設置します。
１枚当たり

重量：２２４ｔ
延長：１２．３ｍ
幅 ：１３．０ｍ
厚さ： ０．４ｍ

上部版設置状況 ２枚設置（４１０ｔ／枚）

さらに，杭の押抜力を増大させるため
「上部版」を２枚設置します。
１枚当たり

重量：４１０ｔ
延長：１２．３ｍ
幅 ：１３．６ｍ
厚さ： １．７ｍ



上部工上部工打設状況状況

パラッペト打設状況

ジャケット式防波堤の完成



ジャケット式ジャケット式防波堤の特徴の特徴

・大水深防波堤の工事費削減・大水深防波堤の工事費削減

ジャケット式防波堤をジャケット式防波堤をL=100mL=100mを採用することで，を採用することで，
約４億円のコスト縮減約４億円のコスト縮減

・大水深でも 精度を確保した状態で 鋼管杭打設・大水深でも，精度を確保した状態で，鋼管杭打設
が可能で，強い支持構造が得られる。

・部材の大部分が工場製作や先行製作するプレキ
ャスト部材であるため冬期風浪等の影響を受け
にくい。（海上工事期間が短い）

・海水交流の確保（港内水質の保全）・海水交流の確保（港内水質の保全）


